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Abstract:
The purpose of this study is to investigate the condition of the fencer in the camp in the summer. The subjects were made up of 19 male 
of the university fencers. The measurement items were weight after breakfast, weight before supper, weight loss, fluid intake, tympanic 
temperature, WBGT.
The following results were provided; 
The highest of WBGT was 25.0 degrees Celsius, and the minimum were 20.0 degrees Celsius, and attention level of the heat stroke 
prevention guidance were shown in every morning. In addition, there were two days in caution area of WBGT in the afternoon during 
the camp.
The weight decreased after an exercise was restored after the breakfast of the next day. Depends on the players, there were several 
players who showed the big weight loss that possibility of the dehydration was doubted.
However, they also recovered in the breakfast of the next day, and I couldn't find any relevancy.
In the afternoon when WBGT increased, it was clear that tympanic temperature significantly increased at the same time. However, I was 
not able to mention that it has any association with the exercise strength or the effect of the uniform of the fencing.
In addition, when WBGT increased, the mean of the fluid intake increased together. I recognized three times of meaningful increase in 
the afternoon during the camp. However, there were many days which the mean of the fluid intake was not beyond 1ℓ in half a day. It is 
guessed that the individual difference and effect of the water intake before the exercise were influenced the result.   
I recognized that I need to investigate the association of the condition of the fencer and following items more; tympanic temperature, 





1）測定期間内の WBGT の最高値は 25.0℃、最低値は 20.0℃であり、午前は熱中症予防指針の注意域であったが、午後は期
間中に警戒域が 2 日間みられた。
























































原液、2 倍、3 倍、5 倍に希釈し氷で冷やした市販の飲料水（Na
＋ 21mEq/ ℓ，K ＋ 5mEq/ ℓ，糖質 6.7g/dl）を自由に摂取
















選手 19 名であり、年齢 19.3 ± 1.2 歳、身長 173.0±4.4 ㎝、
体重65.7±6.1㎏、BMI 22.0±1.8、体脂肪率14.1±3.0％であっ
た。期間は、平成 24 年 8 月 24 日から 8 月 29 日までの 6 日
間のうち 8 月 27 日を除く 5 日であった。　
　合宿が行われた場所は、夏季冷涼・冬季厳寒の亜寒帯湿
2）練習後の夕食前体重の平均値は減少したが、翌日の朝食後体重の平均値は回復する傾向を示した。選手個々にみると、夕



















　8 月 23 日は、13:30 に宿舎に到着し、14:30 から 16:30 ま
で筋力、敏捷性の持久力、柔軟性などのトレーニング（以










　8 月 24 日（合宿 1 日目）から 26 日（合宿 3 日目）、およ
び 8 月 28 日（合宿 5 日目）、8 月 29 日（合宿 6 日目）は、
06:30 宿舎前集合、その後、宿舎との標高差約 100m のダボ
スの丘まで往復約 2.2km およびダボスの丘での往復約 1km
の計約 3.2km のランニングを約 20 分間、ストレッチングを
約 10 分間行った。
　合宿 1 日目および 2 日目は、09:30 から 12:00 の午前練習、
および 14:30 から 17:30 の午後練習のいずれも PT を行った
　合宿 3 日目は、09:30 から 12:00 は PT を主とした午前の




















るコンディショニングとして、練習前 60 分から 30 分前ま
でに 500ml 程度の水分摂取を行うこと 5）10）、第二に練習内
容に応じた衣服を着用しユニフォームを着用した場合には















　PT ならびに FST が行われた屋内環境条件として気温お
よび相対湿度は、Tanita 社製簡易熱中症指数計 TT544 を
使用し、09:00 および 14:00 に測定した。また、湿球黒球温
度（以下、WBGT）は屋内環境用の計算式 WBGT=0.7×




成計 HBF-370 を用いて、朝食後の 8:00（以下、BF）およ


































偏差で示した。統計処理は、IBM SPSS　Statistics Ver.19 
for Windows（ SPSSInc.）を使用して分析を行った。各計
測値の時系列的な平均値の比較検討には一元配置分散分析
を用いた。その後の多重比較では Scheff e を用いた。図 13
の水分摂取量における各合宿日の WAM および WPM の平
均値の差の検定では対応のある t 検定を行った。なお、検





　合宿期間中の気温、相対湿度および WBGT を表 1 に示
した。PT 開始時の最低気温は 5 日目の 20.1℃であり、最
高気温は 6 日目の 24.0℃であった。相対湿度の最低は 6 日
目の 65％であり、最高は 3 日目の 85％であった。WBGT
は 2 日目、3 日目、5 日目は 20.0℃であり、最高は 6 日目の
22.0℃で、いずれも積極的な水分補給が必要であり、熱中
症の兆候に注意しなけらばならない注意域であった。FST
開始時の最低気温は 2 日目の 23.0℃であり、最高気温は 6
日目の 27.0℃であった。相対湿度の最低は 5 日目の 60.0％、
最高は 1 日目と 2 日目の 76.0％であった。WBGT は最低
が 2 日目の 23.0℃、最高は 1 日目と 6 日目の 25.0℃であり、
WBGT25.0℃は積極的に休養が求められる熱中症の危険が
増す警戒域であった。








た。最も日内体重増減率が大きかったのは 6 日目の－ 1.88
± 1.13％であり、最も小さかったのは 3 日目の－ 0.65±1.99％
であった。
　各対象者の日内体重増減率を図 3 ～図 7 に示した。図 3
は合宿 1 日目の変化である。図 3 より、日内変動率が－ 2.0％
よりも減少を示した対象者は S11 の－ 2.38％、次いで S18
の－ 2.24％、S9 の－ 2.05％の 3 名であった。合宿 2 日目の
朝食後に調べた回復率は、1.12 ± 1.27％であり、基準体重
まで戻っていなかったのは S4 の－ 2.41％、S9 の－ 0.37％、
S11 の－ 0.51％であった。
　合宿 2 日目の図 4 では、日内変動率が－ 2.0％よりも減少
を示した対象者は S2 の－ 2.03％、S11 の－ 2.56％、S13 の
－ 2.65％、S16 の－ 2.77％、S18 の－ 2.58％の 5 名であった。
合宿 3 日目の朝食後に調べた回復率は、1.26％ ±2.13％であ
り、基準体重まで戻っていなかったのは S4 の－ 1.78％、S9
の－ 0.56％％、S10 の－ 1.16％、S11 の－ 0.68％％、S15 の
－ 2.50％であった。
　合宿 3 日目の図 5 では、日内変動率が－ 2.0％よりも減少
を示した対象者は S6 の－ 2.09％、S13 の－ 2.05％、S18 は
－ 6.76％の 3 名であり S18 は合宿期間中の最大の日内変動
率を示した。その一方で S15 は 3.53％の増加を示した。午
後の記録を欠損したため回復率は求められなかった。
　合宿 4 日目は休養日のため測定は中止した。合宿 5 日目
の朝食後に調べた回復率は、1.02 ± 1.54％であり、基準体重
まで戻っていなかったのは S4 の－ 1.52％、S9 の－ 0.74％、
S11 の－ 1.36％であった。
　合宿 5 日目の図 6 では、日内変動率が－ 2.0％よりも減少
を示した対象者は S5 の－ 3.19％、S6 の－ 2.65％、S8 の－
4.10％、S18 の－ 3.26％の 4 名であり、S5、S8、S18 の 3 名
は－ 3.0％よりも減少を示した。校内戦が行われた合宿 6 日
目は、午前の練習も FST であり、午前および午後の練習に
表１．合宿期間中の気温、湿度及びＷＢＧＴ 
    1日目 2日目 3日目 5日目 6日目 
午前 気温〔℃〕 21.0 20.1 20.3 20.1 24.0 
9:00 
湿度〔％〕 81.0 83.0 85.0 79.0 65.0 
WBGT〔℃〕 21.0 20.0 20.0 20.0 22.0 
午後 気温〔℃〕 25.2 23.0 26.8 27.0 
14:30 
湿度〔％〕 76.0 76.0 60.0 61.0 


















































± 1.51％であり、基準体重まで戻っていなかったのは S4 の
－ 0.89％、S11 の－ 1.87％、S14 の－ 0.42％、S18 の－ 1.47％
であった。
　合宿 6 日目の図 7 では、日内変動率は全員が減少を示し、
－ 2.0％よりも減少を示した対象者は S1 の－ 2.03％、S2 の
－ 2.62％、S5 の－ 2.73％、S9 の－ 2.23％、S10 の－ 2.31％、
S12 の－ 2.90％、S16 の－ 4.21％、S17 の－ 2.67％、S18 の
－ 2.82％、S19 の－ 3.04％の 10 名であり、対象者の 52.6％
に至った。－ 3.0％よりも減少を示したのは S16 と S19 の 2
名であった。また、S18 は合宿期間中の 5 回全てで日内増
減率が－ 2.0％よりも低い値を示し、S9、S11、S13、S16 の





図 4. 2 日目の体重の増減率
図 5. 3 日目の体重の増減率
図 6. 5 日目の体重の増減率
図 7. 6 日目の体重の増減率
図２．合宿期間中の平均体重の変化 








1日目 2日目 3日目 5日目 6日目 







































































　合宿期間中の鼓膜温の平均値の変化を図 8 から図 12 に
示した。合宿 1 日目の鼓膜温の変化には一元配置分散分析
の結果 p＜0.0000011 が認められた。その結果を示した図
8 では、AF36.2 ± 0.3℃、AM36.2±0.4℃、AE36.4±0.3℃、
PF36.3 ± 0.2℃と鼓膜温は微増する傾向を示し、PM におい




p＜0.0029 が認められた。その結果を示した図 9 では、AF
から PF まで鼓膜温に変化はみられなかったが、PM にお
いて PF よりも 0.5℃増加して 36.7 ± 0.6℃を示し、PE でも
36.7 ± 0.3℃を示した。この PF と PE の鼓膜温は、PF と比
較しいずれも有意差が認められた。




p＜0.00000056 が認められた。その結果を図 11 に示した。
図 11 では、AF から PF まで鼓膜温が漸増し、AF36.0±
0.4℃が最低値であった。最高値は PM の 36.7±0.3℃であり、
0.7℃の増加であった。5 日目の鼓膜温の変化には次の測定
点の間に有意差が認められた。すなわち、AF と AE・PF・
PM・PE、および AM と PE であった。
　合宿 6 日目の鼓膜温の変化には一元配置分散分析の結果
p＜0.0000034 が認められた。その結果を図 12 に示した。図
12 では図 8 から図 11 までの傾向とは異なり、最低値の AF 
36.1±0.3℃からAM 36.7±0.3℃まで0.6℃の有意な増加を示
した。その後、AE、PF と徐々に鼓膜温は減少する傾向を
示したが、PF に対して PM は 0.4℃増加して 36.6±0.3℃を
示し、PE は 36.7 ± 0.4 度を示した。6 日目の鼓膜温の変化
には次の測定点の間に有意差が認められた。すなわち、AF
と AM・PM・PE、AM と PM、および PF と PE であった。
　
図 8. 1日目の鼓膜温の変化
図 9. 2 日目の鼓膜温の変化
図 10. 3 日目の鼓膜温の変化
図 11. 5 日目の鼓膜温の変化






AF AM AE PF PM PE 
８．１日目の外耳温の変化 
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した。合宿 3 日目を除く全てで、水分摂取量は WAM と
比較し WPM で増加する傾向が認められた。1 日目の
WAM700.0 ± 238.0ml と WPM821.1±238.8ml には有意差は
認められず、3日目はWAM734.2±162.5mlの測定のみであっ
た。しかし、2 日目の WAM647.4 ± 56.5ml と WPM736.8
± 162.3ml、5 日目の WAM675.0 ± 173.4ml と WPM1065.8
± 310.9ml、6 日目の WAM661.1 ± 239.8ml と WPM986.1±
386.1ml の間にはそれぞれ有意差が認められた。 





　合宿地は、夏季の平年平均気温が 15 ～ 24℃の冷涼で知
られる菅平高原であったため、朝のランニング時は寒さを
訴える者が多くいた。練習で 5 日間使用した屋内練習場内
においては、午前の気温は 21.1 ± 1.6℃であった。しかし、
相対湿度が 74.0 ± 9.5％であり、晴天ではあったが 1 日を通
じて湿度が比較的高い値を示した。この影響を受けたため、
合宿期間中の午前の WBGT は熱中症予防指針 14）に示され
た「注意域」を示した。
　午後は午前よりも気温が上昇し、合宿練習日の 1 日目と
6 日目については、いずれも午後の WBGT が 25.0℃の「警
戒域」を示した。特に 6 日目は午前から比較的気温が高く、














おいても SUP は BF と比較して減少している。しかしな



















であり（表 2）、選手個別にみた日内変動率でも S14 以外の
全員に体重減少がみられ、体重が 2.0％以上減少した選手
は全体の 52.6％に至った。このうちの 2 名は 3.0％以上の体
重減少を示したことから、持久力や最大パワーに低下を生
じさせた可能性が考えられる 4）。6 日目と同様な気温による






























＊p<0.05 ＊＊p<0.01 ＊＊＊p<0.001 
＊＊＊ 
＊＊ 














て、最大酸素摂取量の 55％に相当する自転車漕ぎ 60 分間






































　本研究では、合宿 1 日目の午後に WBGT が 25.0℃を示
した時の鼓膜温が図 1 に示されており、最高値は PM の
36.8 ± 0.2℃、最低値は AM の 36.2 ± 0.4℃であった。この最
高値と最低値の温度差は 0.8℃である。また、合宿 6 日目の
午後にも WBGT は 25.0℃が記録され、鼓膜温の最高値は
合宿1日目と同水準のAM36.7±0.3℃およびPE 36.7±0.4℃
であった。合宿 6 日目の最低値は AF の 36.1±0.3℃であり、
最高値と最低値とのと温度差は 0.6℃であった。ここに示し
た合宿 1 日目と 6 日目の温度差には有意差がそれぞれに認
められているが、0.8℃や 0.6℃といった狭い範囲での温度
差をどう解釈したら良いのか参考となる資料があまりない。
特に、温度差 0.6℃の合宿 6 日目は午前から試合形式の練習
で選手たちはマスクをかぶってフル装備であり、運動強度
が高かった可能性がある。ただし、運動内容は合宿 1 日目




































































4. 水分摂取量は WBGT の上昇とともに WPM で有意な増
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